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一般質問（要旨）

ひたちなか保健所

救急医療体制の整備が急務

霞ヶ浦導水那珂機場

小規模多機能型居宅介護のイメージ
議
員（
民
主
）　

県
北
で
唯
一
の
人
口
増

加
地
域
で
、
人
口
も
多
く
産
業
が
集
積

し
、
人
と
物
の
交
流
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
地
域
を
管
内
に
抱
え
る
ひ
た
ち
な

か
保
健
所
は
、
現
状
の
機
能
を
維
持
す

べ
き
で
あ
り
、
将
来
的
に
は
む
し
ろ
強

化
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

ひ
た
ち
な
か
保
健
所

は
常
陸
大
宮
保
健
所
の
支
所
と
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
が
、
利
用
者
の
利

便
性
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
地
域

住
民
や
事
業
者
、
地
元
自
治
体
、
関
係

団
体
等
の
意
見
を
十
分
伺
い
、
地
域
固

有
の
事
情
も
十
分
考
慮
し
て
い
く
。

議
員　

昨
年
、
本
県
の
自
殺
者
数
は
過

去
最
高
と
な
り
、
う
つ
病
に
対
す
る
早

期
発
見
や
予
防
知
識
の
啓
発
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
だ
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

へ
の
相
談
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

県
民
を
対
象
と
し
た

精
神
保
健
講
習
に
加
え
て
、
初
期
う
つ

状
態
へ
の
気
づ
き
を
促
す
手
引
き
の
配

布
を
検
討
す
る
。
医
師
に
対
し
て
は
う

つ
病
診
断
研
修
等
を
実
施
す
る
。
今
後

保
健
所
・
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
市
町
村
や
職
域
・
地
域
組
織
等
と

連
携
し
て
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
養
成
と

運
営
の
充
実
、
改
正
建
築
基
準
法
へ
の

対
応
な
ど
も
質
問
）

議
員（
共
産
）　

霞
ヶ
浦
導
水
事
業
は
環

境
破
壊
、
無
駄
使
い
、
水
道
料
金
の
値

上
げ
に
つ
な
が
り
中
止
を
求
め
る
。
生

態
系
へ
の
影
響
調
査
は
水
産
保
護
の
立

場
か
ら
も
県
が
独
自
に
行
う
責
務
と
使

命
が
あ
る
。
ま
た
、
事
業
目
的
の
都
市

用
水
の
確
保
は
、
県
計
画
で
も
水
余
り

が
示
さ
れ
、
水
開
発
は
必
要
が
な
い
。

事
業
中
止
に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

知
事　

導
水
事
業
に
よ
っ
て
那
珂
川
の

流
量
低
下
に
は
至
ら
ず
、
水
産
資
源
保

全
対
策
に
つ
い
て
国
で
は
外
部
専
門
家

の
委
員
会
を
設
置
し
て
河
川
環
境
、
生

態
系
へ
の
影
響
も
検
討
す
る
。
新
規
都

市
用
水
確
保
を
図
る
重
要
な
事
業
で
あ

り
、
今
後
見
込
ま
れ
る
水
需
要
に
対
応

す
る
た
め
水
源
開
発
が
必
要
で
あ
る
。

議
員　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
所
得
制

限
を
撤
廃
し
乳
幼
児
医
療
費
無
料
制
度

を
拡
充
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

知
事　

本
県
財
政
が
危
機
的
な
状
況
の

中
、
保
健
福
祉
部
で
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
負
担
金
な
ど
の
た
め
十
一
億

円
の
予
算
増
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

現
行
ど
お
り
の
所
得
制
限
を
し
て
い
る
。

な
お
、
妊
産
婦
対
象
の
医
療
費
助
成
制

度
は
本
年
四
月
か
ら
給
付
を
現
物
支
給

に
し
て
利
便
性
向
上
と
利
用
拡
大
を
図

る
。

（
ほ
か
に
、
学
童
保
育
の
拡
充
策
、
学

校
給
食
の
地
産
地
消
推
進
な
ど
も
質
問
）

議
員（
公
明
）　

患
者
の
た
ら
い
回
し
を

防
ぐ
た
め
、
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

の
充
実
が
急
務
で
あ
る
が
所
見
は
。
ま

た
、
水
戸
地
域
で
救
急
患
者
の
収
容
時

間
が
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
事
や
病

院
が
患
者
を
受
け
入
れ
る
応
需
率
の
低

下
が
目
立
つ
。
こ
の
地
域
で
の
救
急
医

療
体
制
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
。

知
事　

救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
医
療
機
関
や
消
防
本
部
と
検

討
を
行
い
、
改
善
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
水
戸
地
域
の
救
急
医
療
体
制
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
二
次
救
急
病
院
の
具

体
的
な
受
入
計
画
を
作
る
な
ど
二
次
救

急
医
療
体
制
の
再
構
築
を
図
る
。

議
員　

本
県
の
授
産
施
設
等
の
工
賃
水

準
は
全
国
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。

障
害
者
の
安
定
し
た
収
入
と
地
域
で
の

自
立
し
た
生
活
実
現
の
た
め
、
工
賃
倍

増
を
早
期
に
行
う
べ
き
。
県
の
工
賃
倍

増
５
か
年
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

現
在
、
同
計
画
を
策

定
中
で
あ
り
、
計
画
に
先
行
し
て
工
賃

倍
増
推
進
事
業
を
進
め
て
い
る
。
計
画

の
目
標
年
度
で
あ
る
平
成
二
十
三
年
度

ま
で
に
、
現
状
か
ら
倍
増
の
月
額
平
均

二
万
円
を
目
指
し
て
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
配
備
の
取

り
組
み
、
肝
炎
対
策
の
充
実
、
児
童
虐

待
発
生
予
防
の
取
り
組
み
な
ど
も
質
問
）

議
員（
自
民
）　

家
族
愛
に
根
ざ
し
介
護

を
家
族
と
地
域
の
元
気
な
高
齢
者
中
心

で
支
え
る
一
方
策
と
し
て
、
家
族
等
の

介
護
労
働
に
現
金
給
付
を
す
べ
き
。
県

は
介
護
保
険
制
度
の
改
正
を
国
に
強
く

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長　

介
護
の
必
要
な
方
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
を
支
援
す
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
な
ど
を
充
実
す
る
一
方
、
要
介
護

度
の
重
い
方
な
ど
の
た
め
の
介
護
保
険

施
設
の
整
備
も
必
要
で
あ
る
。
提
案
の

現
金
給
付
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設

サ
ー
ビ
ス
で
の
家

族
負
担
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
を
解
消
す

る
と
の
声
も
あ
り
、

今
後
国
民
的
な
議

論
が
必
要
と
考
え

る
。

議
員　

Ｊ
Ｒ
常
磐

線
神
立
駅
周
辺
整

備
は
、
進
行
中
の

西
口
よ
り
も
東
側

一
帯
に
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め

る
方
が
土
浦
・
か
す
み
が
う
ら

両
市
に
と
っ
て
重
要
。
県
が
先

導
し
東
側
に
新
た
な
道
路
を
整

備
す
べ
き
だ
が
、
所
見
は
。

土
木
部
長　

平
成
十
七
年
に
県

と
関
係
市
町
で
ま
と
め
た
「
神

立
駅
周
辺
整
備
構
想
」
を
駅
東

側
に
具
体
化
す
る
に
は
両
市
の

連
携
が
必
要
。
県
と
し
て
は
今

後
の
駅
周
辺
開
発
及
び
道
路
事

業
の
進
捗
を
踏
ま
え
、
広
域
的

な
観
点
か
ら
関
係
市
と
協
議
・

検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
小
・
中
学
校
に
お

け
る
夏
休
み
等
の
分
散
化
、
福

祉
専
門
看
護
師
制
度
の
創
設
な

ど
も
質
問
）

議
員（
自
民
）　

茨
城
空
港
の
成
否
は
、

国
内
間
ば
か
り
で
な
く
ア
ジ
ア
各
地
と

の
往
来
に
懸
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も

良
い
。
茨
城
空
港
を
活
か
し
た
ア
ジ
ア

各
地
と
の
人
の
交
流
拡
大
に
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
伺
う
。

知
事　

ア
ジ
ア
の
航
空
会
社
へ
の

就
航
便
誘
致
を
は
じ
め
、
広
域
周

遊
ル
ー
ト
の
企
画
な
ど
様
々
な
誘

客
促
進
に
努
め
て
お
り
、
ロ
ー
コ

ス
ト
キ
ャ
リ
ア
（
低
コ
ス
ト
航
空

会
社
）
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
誘

致
を
図
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
年

度
か
ら
新
た
に
専
門
的
な
知
識
を

有
す
る
航
空
会
社
Ｏ
Ｂ
等
を
採
用
す
る
。

議
員　

新
規
事
業
の
「
い
ば
ら
き
産
業

大
県
創
造
基
金
」
を
活
用
し
て
、
本
県

な
ら
で
は
の
中
小
企
業
活
性
化
を
ど
の

よ
う
に
実
施
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

商
工
労
働
部
長　

中
小
企
業
活
性
化
の

た
め
の
有
力
な
素
材
で
あ
る
地
域
資
源

の
活
用
を
一
層
促
進
す
る
。
ま
た
、
農 

・

工
・
商
と
い
っ
た
産
業
の
垣
根
を
超
え
、

大
学
や
研
究
機
関
等
の
研
究
成
果
や
企

業
の
モ
ノ
作
り
技
術
と
い
っ
た
本
県
の

有
す
る
強
み
を
総
動
員
し
、
意
欲
あ
ふ

れ
る
中
小
企
業
の
新
事
業
や
新
産
業
の

創
出
を
全
力
で
支
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
地
産
地
消
実
践
農
業
者
の

育
成
・
支
援
、
県
立
高
校
の
既
卒
者
就

職
相
談
な
ど
も
質
問
）

ひ
た
ち
な
か
保
健
所
の
機
能
強
化
は

地
域
固
有
の
事
情
も
十
分
考
慮
し
た
い

救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
充
実
策
は

救
急
現
場
と
も
検
討
し
改
善
を
図
る

霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の
中
止
は

水
需
要
対
応
に
は
水
源
開
発
が
必
要

家
族
等
に
よ
る
在
宅
介
護
へ
現
金
給
付
を

国
民
的
な
議
論
が
必
要

茨
城
空
港
に
よ
る
ア
ジ
ア
交
流
は

就
航
便
の
確
保
な
ど
誘
客
に
努
め
る


